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１ 長寿命化修繕計画の目的                        

(1) 背景 

国土交通省では、地方自治体が管理している 13万箇所を超える道路橋の老朽化等に伴う

損傷の早期発見とその補修を行うため、平成 19年度に「長寿命化修繕計画策定事業費補助

制度」を創設した。この制度は「長寿命化修繕計画」の策定に要する費用の一部を国が補

助するもので、これまでの事後的な修繕・架替えから、今後は予防的修繕および計画的架

替えへと政策転換を促すことを目的としている。 

全国的に見て、建設後相当の期間を経過した橋梁を含む社会資本は増大する傾向にあり、

老朽化に伴う障害事例が見られる。 

愛知県においても、平成 17 年度に「社会資本長寿命化基本計画」を策定し、予防的修繕

に取り組むため、平成 19 年度から全橋梁の点検を実施し、平成 24 年度に計画を策定して

いる。 

南知多町の橋梁は、今後、高齢化の進行が予想される。こうした状況の下、今までのよ

うな事後的な修繕および架替えでは更新コストが増大し、町の財政状況が厳しくなり社会

資本関連の予算が削減されつつある昨今の状況では、適切な維持管理の継続に振り分ける

予算の確保が困難となる可能性がある。 

(2) 目的 

上記の背景のもと、今後急速に増大する高齢化した橋梁の維持管理に対応するため、従

来型の事後的な修繕・架替えから予防的な修繕・計画的な架替えへと円滑な政策転換を図

る必要がある。 

このため、橋梁の長寿命化及び橋梁の修繕・架替えにかかるコストの縮減を図りつつ、

地域の道路網の安全性・信頼性を確保することを目的とした。 

(3) 方針 

長寿命化修繕計画は、橋梁定期点検結果を基礎データとして用いて立案する。計画は、

重要な橋梁から優先的に実施するのが望ましいため、計画対象の橋梁を選定する必要があ

る。 

本計画の対象となる橋梁は以下の条件で選定した。 

 

・南知多町が管理する橋長 2ｍ以上の橋梁 

計算処理にあたっては、愛知県の橋梁アセットマネジメントシステムを利用して、今後

100 年間のライフサイクルコストが最小となるように計画した。 
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図-2.2 橋梁判定区分割合 

表-2.2 橋種別の橋梁数・総橋長 

 

図-2.1 橋種別の橋梁割合 

２ 長寿命化修繕計画の対象橋梁（対象橋梁の概況）             

(1) 計画対象の橋梁数 

南知多町が管理する橋梁は 231 橋あり、全ての橋梁が計画対象である。 

 

表-2.1 計画対象橋梁数 

全管理橋梁数  231 橋 

 うち計画の対象橋梁数 231 橋 

 うち H23 計画策定橋梁数 9 橋 

うち H25 計画策定橋梁数 32 橋 

うち H26 計画策定橋梁数 73 橋 

うち H27 計画策定橋梁数 50 橋 

うち H28 計画策定橋梁数 23 橋 

うち H29 計画策定橋梁数 42 橋 

うち H30 計画策定橋梁数 2 橋 

 

(2) 橋梁の構成 

全管理橋梁 231 橋の橋種別橋梁割合は以下のとおりであり、RC 橋が 88%占め、PC 橋が

8%、その他の橋梁が 3%、鋼橋が 1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋種 橋梁数 総橋長 

鋼橋    2 橋 50.3m 

RC 橋   204 橋 895.1m 

PC 橋   18 橋 229.1m 

その他   7 橋 27.2m 

計  231 橋 1201.7m 
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(3) 橋梁の年齢  

長寿命化修繕計画対象橋梁の供用開始年度別橋梁数は下図のとおりである。現時点では、

架設後 50年以上経過した橋梁は 210 橋（90.9%）であり、10 年後には 216 橋（93.5％）、20

年後には 220 橋（95.2%）となる。 

※架設後 50 年以上経過した 210 橋のうち 195 橋は供用年度が不明の橋梁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3 供用開始年度別の橋梁数 

架設後 

50 年経過 

図-2.4 現在の年齢別橋梁割合 図-2.5 供用開始後 50年以上の橋梁割合推移 

橋梁数 
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３ 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針         

(1) 健全度の把握に関する基本的方針 

健全度の把握については、橋梁の架設年度・構造や立地条件等を十分に考慮して点検計

画を立て、5年に 1回の定期点検を実施する。定期点検においては、愛知県の「橋梁定期点

検要領（案）」に基づいて実施し、橋梁の損傷を早期に把握するよう心掛ける。 

橋梁定期点検要領（案）では、部材単位で細かく点検し、損傷の程度等に基づき対策の

必要性を表-3.1 に示すように判している。 

損傷が発見された橋梁については町職員が現地を確認し、道路の安全管理に万全を期す。

また、日頃から維持管理の技術向上に努める。 

令和 4 年度以降に点検を実施するすべての橋梁において、新技術の活用を検討し、費用

縮減や点検の効率化を図る。また、災害や経年劣化に伴う事故により人的・物的被害の拡

大が懸念される橋梁などについて、老朽ストックの効率的な軽減および今後の維持管理費

用の低減を目的とした集約・撤去の検討もしていく。 

 

表-3.1 定期点検における橋梁の対策の必要性 

区分 内 容 

A 補修を行う必要がない。 

B 状況に応じて補修を行う。 

C 次回の定期点検までに補修を行う必要がある。 

E まず緊急対応が必要で、その後必要に応じて詳細調査を行い、損傷

原因等を明らかにした上で補修を検討する。 

S 詳細調査により損傷原因等を明らかにした上で補修を検討する。 

※1 点検時に清掃する。 

※2 維持作業で対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真-3.2専門業者による点検状況 写真-3.1 専門業者による点検状況 



－5－ 

(2) 日常的な維持管理に関する基本的方針 

橋梁の保全を図るため、日常的な点検として道路パトロールを実施する。 

道路パトロールでは、パトロール車で走行しながら目視点検を行い、異常が疑われる

箇所については徒歩による目視点検を行う。 

道路パトロールの実施フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1 道路パトロール実施フロー 

 

 

事前準備 

パトロール前 

パトロール中 

パトロール後 

・パトロールコースの確認 

・異常事象の前回未処置事項の確認 

・パトロール車から目視点検 

・記録の作成 

異常発見 
・徒歩による目視点検 

・異常の詳細情報の記録 

・現場写真の撮影 

・現場対応（清掃等） 

週 1 回実施 
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異常を発見した際、道路上の落下物等、現場において対応が可能であるものについて

はその場で対応する。具体例として、排水の目詰まりや土砂堆積等を発見した際には必

要に応じて堆積土砂の除去等を実施する。 

道路パトロールにおける橋梁に関する目視点検項目を下表に示す。 

 

表-3.2 橋梁に関する点検項目 

点検項目 確認内容 

破損 

対象のサイズ（縦(m)×横(m)）、個数 
腐食 

剥離 

鉄筋露出 

ボルト外れ・ゆるみ 個数 

落書き 

対象のサイズ（縦(m)×横(m)）、個数 接合部の段差 

土砂堆積 

排水不良 個数 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.3 道路パトロール状況 写真-3.4 職員による目視点検 
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４ 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針  

日常の道路パトロールの中で清掃等を実施し、橋梁定期点検の中で損傷の度合いおよび対

策の必要性を定めるとともに、従来の事後的な修繕から予防的な修繕等の実施へ移行し、

コストが掛かる架替えを極力なくすことにより、橋梁の長寿命化を目指す。また、長寿命

化を適切に計画することにより、修繕・架替えに係る事業費の大規模化および高コスト化

を回避し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1 ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）と劣化予測の関連イメージ 

 

 

修繕種別 工法（例） 実施サイクル 

予防的な修繕 
1 回目：塗装塗替え（RC-Ⅰ） 17 年 

2 回目：塗装塗替え（RC-Ⅲ） 30 年毎 

事後的な修繕 
1 回目：塗装塗替え（Rc-Ⅰ）＋当板補強 19 年 

2 回目：塗装塗替え（Rc-Ⅰ）＋当板補強 41 年毎 

 
健全度 コスト 

事後的 
な修繕 

予防的 
な修繕 

17 19 47 17 19 47 

予防的な修繕 
によるシナリオ 

事後的な修繕 
によるシナリオ 

 劣化の状況   ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）  

予防的な修繕によるシナリオを

選択することにより、ライフサイ

クルコストの縮減が可能 
予防的 
な修繕 ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
縮
減
効
果 経年 経年 
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５ 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期   

計画対象橋梁 231 橋に対する今後 5年間の長寿命化修繕計画を表-5.1 に示す。 

長寿命化修繕計画の基本的な考え方は、愛知県の「社会資本長寿命化基本計画」を参考

に以下のように設定した。 

① 劣化予測 

劣化予測は、「社会資本長寿命化基本計画」において諸元情報及び点検結果を基に類

型化したグループ単位で統計的に分析された結果を用いた。 

② ＬＣＣ分析 

将来的に発生する維持管理コスト、運営コスト、廃棄コスト、更新コスト等を踏ま

えた経済性の評価を行うことで、中長期的な視点からの戦略的管理計画を立案するこ

とを目的にＬＣＣ分析を行った。 

ＬＣＣ分析は、 

 a)橋梁に著しい損傷が発生してから補修する場合（事後保全タイプ） 

 b)定期的に点検を実施し損傷が軽微なうちに補修する場合（予防保全タイプ） 

の２タイプによりコスト比較を行った。 

③ 優先度判定 

点検の結果、対策が必要と判断された損傷に対して、限られた予算で維持補修を行

うには、優先度を付け工事計画を立案する必要がある。優先度の考え方を以下に示す。 

・ 主部材の損傷状況 主桁、床版等の主部材の損傷が著しい橋梁の修繕を優先 

・ 塗装系 劣化が早い塗装系の橋梁を優先 

・ 適用示方書 旧い基準が適用されている橋梁の修繕を優先 

・ 主桁の端部 劣化が早い主桁の端部の修繕を優先 

・ 交通量 利用度の高い橋梁の修繕を優先 

・ 大型車交通量 大型車交通量が多く、床版の疲労劣化の著しい橋梁の修繕を            

優先 

・ 路線の重要度 重要路線に位置する橋梁を優先 

・ 橋梁の重要度   橋長が長く、代替路のない橋梁を優先 

・ 政策的判断    改修計画のない橋梁を優先 
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６ 長寿命化修繕計画による効果                      

以上の長寿命化に係わる基本方針に基づき作成した今後 100 年間の長寿命化修繕計画の

効果を以下に示す。 

① トータルコストの縮減効果 

橋梁に著しい損傷が発生してから補修する場合（事後保全タイプの補修）、定期的に

点検を実施し損傷が軽微なうちに補修する場合（予防保全タイプの補修）の 2 タイプ

のコスト比較を実施した。 

計画策定橋梁 231 橋を対象とした場合、今後 100 年間の維持費（詳細設計費等を除

く）は事後保全タイプの約 839 百万円から、予防保全タイプの約 690 百万円となり、

約 148 百万円（約 17.7%）の縮減が見込まれる。 

② 補修費を平準化した場合の年間予算額 

計画策定橋梁231橋における今後100年間の予防保全タイプの補修費約690百万円を

100 年で単純に平準化した場合、約 6.9 百万円/年となる。 

この補修費を全管理橋梁（231 橋）で比例配分した場合、約 14.1 百万円/年の補修費

が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注）補修費に点検費は含まれていない、当初 10 年は単純に平準化している。 

図-6.1 計画による効果 

平準化予算額 6.9 百万円  

累 計 

補修費 

(百万円) 

単年度 

補修費 

(百万円) 
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７ 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者  

(1) 計画策定担当部署 

南知多町 建設経済部 建設課 TEL: 0569-65-0711 

(2) 意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

本計画は、愛知県建設部道路維持課主催の下記委員会で検討された愛知県橋梁アセッ

トマネジメントシステムを用いて策定した。 

 愛知県社会資本長寿命化基本計画策定委員会 

  委員長 名古屋大学大学院環境学研究科教授 山田健太郎 

 

 

以 上 

 


